
 

 

 

 

 

 

身近な幸せを願って 

                                                           
 
 
 

 
 

                              校 長 谷 田 弘 子 
 
蝉の声が虫の声に変わり、コスモスがきれ 

いな季節になりました。夏休み明けには体調

を崩していた児童が目立ちましたが、気候が

安定し、みんな元気を取り戻しました。 
 先日の「道徳授業地区公開講座」には、た

くさんの保護者の方々にご参会いただき、あ

りがとうございました。斎藤富由起先生の講

演は、たいへん興味深く、ためになる体験と

なりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 さて、夏休みに出された課題の中に自由研

究のあった学年が多いと思います。どの学年

も力作ぞろいでした。４年生の自由研究に関

しては、事前に担任の先生からの依頼もあ

り、よい作品を選ぶ最終決定は私が行いまし

た。４年生の全員の自由研究を見せてもらい

ました。とても時間をかけ、書物を調べ、実

際に実験や観察・体験をした内容で、素晴ら

しい出来の物が数多くありました。その中で

選ぶのは大変難しいことでした。選んだ題

材、実際に実験や観察、体験が含まれている

か、まとめ方や文章の構成、文字の丁寧さ、

読み手に訴える力があるかなどの観点から

判断をして、最優秀賞１点、優秀賞３点を選

びました。 
 最優秀賞は、「食品添加物」に関する研究

です。担任の先生から推薦された８点の中か

ら、十分吟味したつもりです。他の作品も工

夫されていて、大変価値の高いものばかりで

した。研究した本人も達成感があると思いま

す。宝物として、一生大切に保管してほしい

と思います。何かに集中して、深く追求して

いくことやいい加減にすまさない経験とい

うのはとても大切です。残念ながら、校内の

廊下に展示されている作品の中には、「これ

は、じっくり取り組んだのだろうか？」と思

う物もありました。是非、来年の夏休みには、

自分にしかできない「題材」を選び、じっく

りと取り組んでほしいと願っています。 
 また、今回はなかったようですが、共同研

究というのも良い学習になります。２～３人

でチームを組み、実験を手分けし、文章の分

担を決めて、１つの物を仕上げていく経験

は、社会に出る前に１度はやっておきたいも

のです。もちろん、スポーツや芸術において

もできる経験です。１人ではないということ

は、「わがままが許されない」「しっかりした

計画がないと進まない」「相手の身になって

考えないといけない」など苦労が多いです。

しかし、最後まで仕上げることができると人

数倍以上の達成感があります。是非、高学年

では、そんな経験を積んでいくことができる

ように願っていますし、日常の学習の中にも

取り入れていく努力をしていきます。 

 １０月は、「読書の秋」「実りの秋」「スポ

ーツの秋」・・・何をするにも適した時期で

す。春から今までに身につけてきた経験や体

験を生かし、自分のもっている力を十分実ら

せる（発揮できる）秋にしましょう。 
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 ９月２７日（火）に東京少年鑑別所首席専

門員の國吉真弥先生を招いて、保護者向けの

研修会を行いました。 
「万引き予防」に、とても参考になる講話

でしたので、要旨をお知らせします。 
 
・ 万引きは窃盗罪であり、刑法に違反する。 
・ 窃盗罪は、１０年以下の懲役または、 

５０万円以下の罰金という重い罰が科せ

られる。 
・ 万引きに至る要因としては、「何かが足り

ないから」である。物だけではなく、友

達からの承認、親からの愛情、刺激など

を求めている。 
・ 自分と他人の物の区別が付かない、良心

が育っていない、自己統制力が乏しいと

いう性格上の問題が加わると、万引きに

至りやすい。 
★ お子さんの万引きに気付いたら・・・ 

○ 子供と保護者が揃って被害者に謝

罪する。 
○ 責任のとり方を保護者自ら示す。 
○ 保護者の「立ち直ってほしいという

願い」を、子供に感じさせるように

する。 
○ なぜ万引きをするのか、気持ちを理

解するように努力する。 
○ 盗んだ事実を正確に把握し、盗みの

行為を是認しない。「行為」を厳し

く否定するが、子供の「人格」は否

定しない。 
○ 金銭の与え方などを厳しく指導す

るよりも、子供と話し合って額を決

め、その範囲で使わせるようにす

る。金銭の計画的な使い方が耐性を

育てる。 
 最後に先生から、「何か困ったことがあっ

た場合、いつでも相談にのります。」という

心強いお言葉を頂きました。 

 
 恒例になっている「橋戸えんにち」が９月

３０日（金）に行われました。2 年～６年生

の各学級の趣向を凝らしたお店が並びまし

た。 
学 級 お店の内容（場所） 

２年 1 組 すごろく 
２年２組 おばけ屋敷 
３年１組 豆うつし 
３年２組 アスレチック（体育館） 
４年１組 宝さがし 
４年２組 シューティング、空気砲 
５年１組 校内？？？さがし？ 
５年２組 ダーツ、ゴキブリたたき 
６年１組 プラネタリウム 
６年２組 おばけ屋敷（視聴覚室） 

     （ ）のないところは教室です。 

 
各学級で短い時間に準備をし、できるだけ

物を使わない、省エネタイプの縁日でした。

よい取り組みだと思います。 
１年生は初めての経験なので、お店は出さ

ずに、２年生以上のお店を楽しみながら回っ

ていました。きっと、「来年はこんなお店を

やりたい。」と考えていたことでしょう。 
 

お知らせ 
 １０月３日（月）より北村拓也先生が学校

生活臨時支援員として昨年同様に勤務する

ことになりました。 

また、１０月１７日（月）より４年１組の

保延恒教諭が育児休業に入ります。代替とし

て岩脇由希教諭が２学期末まで勤務するこ

ととなりました。よろしくお願いします。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   平成２３年７月５日実施（第６学年）                          

国 語                          （単位％） 
 全 体 関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 言語の知識・理解 

期待正答率 ６９．８ ７０．０ ７１．７ ６３．０ ６８．８ ７０．８ 

前年度全国平均 ６８．９ ７５．４ ７５．６ ６７．８ ６７．３ ６７．０ 

区平均 ７４．８ ８０．０ ７８．４ ７３．９ ７２．６ ７３．９ 

橋戸小 ７４．９ ７８．０ ７８．８ ６９．８ ７１．１ ７６．４ 

算 数                           （単位％） 
 全  体 関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解 

期待正答率 ７０．９ ５３．１ ５８．９ ７２．６ ７３．８ 

前年度全国平均 ７４．０ ５３．９ ６１．２ ７６．７ ７６．０ 

区平均 ７６．３ ５８．４ ６５．１ ７７．３ ７９．９ 

橋戸小 ７７．６ ６０．１ ６４．８ ７９．１ ８１．４ 

※   期待正答率…学習指導要領に沿って標準的に学習活動が行われたと想定した場合の 

個々の問題の正答または準正答の割合 

《国語・算数の考察》 

○ 期待正答率と比較すると、どの観点も上回っています。区平均と比較するといくつ

かの観点が少し低くなっていますが、概ね良好です。 

○ 全体的に算数の正答率が高い。校内研究の成果が現れていると読み取れます。 

○ 一人一人の結果を見ると、２極化の傾向があり、「良く考える児童」と考えることを

あきらめて「分からないと思いこんでいる児童」の差が激しいことが分かりました。 

○ 国語においては、「書く能力」「読む能力」をさらに付けていくことが課題です。 

○ 算数においては、「図形」と「数量関係」の領域の正答率がやや低めであったため、

今後の指導に力を入れる必要があります。 

《生活・学習意識調査について》 

・ 学校は楽しい、勉強が好き、わりと好きと答えている児童が、８０％です。 

・ 勉強は大切であり、授業が楽しいと答えている児童が８５％を越えています。 

・ 家庭学習の時間には差があり、２時間以上が 35％、３０分～２時間が５３％、３０分以下が

１０％で全くしない児童はいませんでした。宿題が無くても勉強する児童が６０％いました。 

・ どちらの教科も、「その教科の学習が好きな児童」「自分の思っていることや考えていること

を周りの人に話す児童」「問題が解けなかった時に、なぜ解けなかった考える児童」は、調査

結果が良いということが分かりました。 

★ 当然なことですが、嫌いな教科を出さないようにすること、自分の考えを発表する場面を作

ること、振り返りをしっかりして、「次は解けるようにしよう」という意欲をもたせていくこ

とが大切であることを再確認しました。 

 



 
 
 
 


